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ｸﾗｳﾄﾞﾜｰｶｰを活用したﾀﾞｲﾅﾐｯｸな
ｱｼﾞｬｲﾙ開発への挑戦（続）
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トヨタ生産方式と業務改善

• ソフトウエア開発のリードタイム短縮を追求

• トヨタ生産方式の考え方で改善を推進

• 日々改善の積み上げが、変革につながる

ｸﾗｳﾄﾞﾜｰｶｰを活用したﾀﾞｲﾅﾐｯｸな
ｱｼﾞｬｲﾙ開発への挑戦
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トヨタ生産方式とトヨタ方式

• トヨタ生産方式

• ﾘｰﾝ ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ ｼｽﾃﾑ（ﾏｻﾁｭｳｾﾁｭ工科大学）

• TPS（ﾄﾖﾀ ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ ｼｽﾃﾑ）

源流は、トヨタ方式という経営哲学

「トヨタの生産のやり方」 ≠ 「トヨタ生産方式」
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トヨタ方式の源流

• 1950年 経営危機 2000人解雇 喜一朗社長辞任

喜一郎らが必死に金策に走り回る

• 1952年 喜一郎、脳出血で逝去（５７歳）

決して銀行に依存しない経営体質を

築きあげよう！（無借金経営）

喜一朗の遺志

この遺志を、経営哲学として石田退三、豊田英二らが引き継ぐ
生産管理、製造現場では、大野耐一らによって具現化

トヨタ生産方式として花開く

経営哲学
トヨタ方式
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トヨタ生産方式の基本思想

徹底したムダの排除による原価低減活動

利益＝（売値ー原価） ｘ 台数

ムダの排除
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原価低減のためのトヨタ生産方式（トヨタ式経営）
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原価低減とは

原価主義（原価と利益で売価が決まる）

原価

利益

原価

利益

売価

原価低減（相場で売値が決まる）

原価

利益

原価

利益

売価
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原価を低減するとは？

現状の作業、業務 ＝ 仕事 ＋ ムダ

７つのムダ＋１
・つくりすぎのムダ
・手待ちのムダ
・運搬のムダ
・加工そのもののムダ
・在庫のムダ（未回収資金）
・動作のムダ
・不良を造るムダ

＋付加価値の生まないことはすべて

原
価

付加価値がない
原価＝ムダ

ムダがあることより、ムダに気付かない方が問題
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労働生産性を上げることが重要

• 設備生産性

• 材料生産性

• 労働生産性

当たり前のことを他社が真似できないレベルで実行する（自社の強みとする）
標準オペレーションの徹底、あいさつ、しつけ

すくに真似できる、真似される

すぐに真似できない
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トヨタ生産方式の2本柱

ジャストインタイム
必要なものを、必要な時に、必要なだけ造り運ぶ

（いらない物はもたない、納期のない作業はしない）

自働化
自動停止装置付き機械

不良を流さない 異常があったら止める

異常管理（アンドン）
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異常管理とは

異常を見えるようにする（異常の顕在化）
標準を決める（ルール）

工程の流れ化、基準、標準作業

異常の処置、再発防止の徹底
異常が発生した時に、誰が何をするのか

真因の追及と問題解決（再発防止の徹底）

現地現物 人材育成（現場は、教育、勉強の場）

異
常
の
目
で
見
る
管
理ルール違反を見逃さない信念
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業務改善の考え方

• ムリ・ムダ・ムラの徹底排除→原価低減→
利益の最大化

• 絶えずやり続ける活動
→基準や標準プロセスも常に見直しする

• 改善活動による人材育成

変化に対応できる経営体質の強化
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業務改善の前提条件

①実態を正確に記録されて、把握できている

②作業手順が決まっている

③管理基準が決まっている

標準オペレーション

異常の見える化ができていて
経営層、管理者、実務者が問題点を共有できる

ギャップが
異常、問題点
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業務改善の進め方

1. 背景の確認（初めに改善ニーズありき）
ニーズにないところで行われる改善は、効果はない

２．現状調査・・・・・・・・・・・・・現状調査能力
仕事を工程としてとらえ、業務フローや作業原単位の調査

現場の実態を把握する

３．問題、課題の明確化・・・・問題認識能力

「標準との比較」「あるべき姿との比較」「競合との比較」

４．目標の設定・・・・・・・・・・・目標設定能力

いつまでに、どれだけに（必然性、またはチャレンジ）
13/15



Copyright © TOYOTA Connected Corporation. All Rights Reserved.

業務改善の進め方

５．対策の立案と実施
（１）しくみの構築・・・・・・・・・・・・・・・・・しくみ構築能力

「工程の流れ化」「品質の造り込み」「リードタイム短縮」など

（２）現場改善
目的狙いの現場説明、

やってみる、やってみせる、やらせる・・・・・・・・巻き込みの能力
作業改善、設備改善、問題解決・・・・・・・改善能力

６．評価指標KPIの確認
今日やった仕事は、今日評価
相反する指標の確認
・リードタイムと納期 ・リードタイムと生産性 ・在庫と納期
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業務改善の進め方

７．標準化と横展開・・・・・・・・・・・・・・・・・横展開能力

標準化により定着、横展開による効果の最大化

８．人材育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・人材育成能力

（１）変化に対応できる、改善エキスパートの育成

（２）現場の管理、監督者の育成

９. 今後の課題の明確化

「新たな課題の創出」・・・・・・・・・・課題創出能力

次の、原価低減、品質向上、リードタイム短縮の提案
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挑戦の続編

自社研究開発で実践したｸﾗｳﾄﾞﾜｰｶｰを活用した
開発運用手法をパッケージ化

戦略本部にBRソフトウエアーファースト推進室を新設、
トヨタグループにパッケージ展開を推進中
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ｿﾌﾄｳｴｱﾌｧｰｽﾄとは？

• 「モノからコトが求められる時代へ」と社会やお客様の期待値がシフト

• 同じ構造のモノを使って、様々なコトを実現していく必要がある

• 継続して様々なコトを演出していくために、モノをつくった後でもコトをタイ
ムリーに追加・変更していかなければならない。

これらの実現のためには、ｿﾌﾄｳｴｱをｼﾞｬｽﾄｲﾝﾀｲﾑで提供するしくみとビジネ
スモデルが重要
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ｿﾌﾄｳｴｱﾌｧｰｽﾄの推進

ｺﾄ提供のｼﾞｬｽﾄｲﾝﾀｲﾑと原価低減を追求するためｿﾌﾄｳｴｱ内製化

「内製化」の定義

開発知見や開発技術力、ソ－スコードなどの知財、
QCD(Quality・Cost・Delivery)を

自社でコントロールし、外注依存から脱却すること。
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現状とあるべき姿



Copyright © TOYOTA Connected Corporation. All Rights Reserved.

受託から提案型に変革
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ｱｼﾞｬｲﾙｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（ASPF）の全体構成
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Agile Boost for SaaS
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Agile Boost for SaaS導入の3つの価値
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Agile Assistとは？

「Agile Assist」は、アジャイル開発に集中してもらう作業環境を作るための
サーポートデスク/ヘルプデスクを立ち上げるサービス
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Agile Boost for SaaSヘルプデスク
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アプリ評価対応サポートデスク
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Agile Boost For APP
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日本の強みを生かし持続可能な開発を志す

• 「日本式雇用」＋「副業」のハイブリットで、日本のITエンジニアの生産性
をオールジャパンで追求する。
– オープンな副業市場の開拓（協調領域は副業、競争領域は内製）
– 既存企業の雇用形態の変革（副業ができるようにする）

• 日本のITエンジニアの所得をグローバルレベルに上げる。
– 日本企業に所属しながら、リモートでジョブ型副業により所得向上、スキルアップ

• ものづくり（TPS）＋ITで新たな付加価値を創造し続ける
– ソフトウエアファースト
– カーボンフリー
– SDGｓ、スマホレスサービスでIT格差をなくす（高齢者でも使えるITサービス）
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